
⼩学校体育副読本のイラストに対する指導者の認識 

部⽮ 有紀 （岡⼭⼤学⼤学院） 

１． 目的 

 本研究は，M-GTA を用いた質的アプローチから

児童が副読本のイラストを基に運動学習を行う際，指

導者はどのような影響が児童に与えられると認識して

いるのか明らかにする．また，小学校の教師とその種

目を専門的に長年プレイしてきた経験や指導経験が

ある専門家の認識の違いにも着目し，検討する． 

２．方法 

１） 対象者 小学校教師 4 名  
バスケットボール専門家 2 名 

２） 調査方法 半構造化インタビュー 
３） 分析方法 M-GTA（修正版グラウンデッド・

セオリー・アプローチ） 
２． 結果と考察 

教師と専門家に対するインタビューを基に，M-

GTA による分析を行い，表１の結果が得られた． 
（表 1 教師と専門家の認識） 

 

１）教師の認識 

概念間の関係性を検討すると，教師は児童にイメ

ージを生成・共有させたり，理解を深めること，動機づ

けを目的とする際にイラストの効果を認識している一

方で，副読本のイラストが試合に使えない技であった

り，真似してほしくない動きと似ていた場合，イラスト

の効果を認めるからこそ使いにくいと感じるという逆

説的な関係が明らかになった． 

さらに，イラストの効果はかえって児童の学習機会

や創造性を育む機会を奪取してしまうという懸念点も

認識された． 

 

（図１ 教師における概念間の構造図一部抜粋） 

２）専門家の認識 
専門家の認識は，イラストに対する動感への違和

感や小学生が行うゲームと技術との乖離に該当す

るものが多く表出した．また，専門家の運動感覚か

らイラストを評価すると，イラストに描かれている体の

使い方や技術に違和感を抱いているものも散見さ

れる結果となった．  

３．結論  
総括として，教師は児童にどのような学習内容を

身につけさせたいのかという目的に沿ってイラストを

評価し，活用の判断をしていることが示された． 

また，教師と専門家から体育の目的や学習内容

に関わる内容が語られたことから，それぞれの指導

観とイラストに対する認識が関連していることを見出

すことができた．具体的には，体育に求める内容と

して正しい身体の動かし方を身に付けることだけで

なく，体の動かし方を考えたり創ったりすることも含

まれており，副読本のイラストがどちらの学習観にた

つのかによって活用するかどうかが判断されている

ということが明らかとなった． 
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